第3巻の紹介で、経営理念とは機能的で、どんな価値をお客さまに提供するかを、
明確にしないといけない。
私共の行なう経営理念は実務的である。
その部分で、松下経営哲学は、実務的である。
あるいはゼネパラス先生の教えは、非常にビジュアリティであり、価値を生み出す。

右手に価値、左手に機能。真ん中に経営理論。
理念だとかビジョン、ミッションとか、バイオ、パーパス目的。行動理念、人事理念が複合的に組み合わされ､
相乗効果で新商品や新技術、新しいサービス、会社のイノベーションを促進する。

その部分では､相乗効果を生み出すために経営理念がある。
何か絵を描いたものを額縁に飾る、他人の作った文言を飾るのでは、精神訓話になる。
実務経営の中でいかにお客様にどう貢献するか。社会にどのように貢献するか。社員たちの喜びをどう作るか。
これらの観点からいくなら、相乗効果を生み出し、喜びのある職場にどう寄与するか。
大学の先生方と学び、実際に経営をし、多くの部分が、私の場合は混じっている。
私自身の「理念経営のすすめ」という本もある。

特に古典の問題、孔子のいっているような古典、
あるいは大学や中庸、哲学、デカルトの合理主義、方法的懐疑、この部分も重要になってくる。

同じ道徳でも､
このカント哲学の中の、自由意志、道徳論を踏まえて、実務にどう落とし込むかが､
私の経営理念軸になっている。

お互いが相乗効果を生むことが、経営理念の体系でないと、左右にぶれたり､
事があると上手くいかなかったり、モチベーションが下がったりすると困る。

経営理念が確立していると、間違いなくどんな状態でもびくともしない。

松下経営哲学で、44年間松下幸之助さんに仕えた、木野親之先生が、
小さな会社から大きな会社まで成功する条件があるとおっしゃっている。

成功する条件の１番目（絶対条件）、50％をしめるのは、経営理念の確立。
経営理念が確立できれば、その企業は成功したようなものと言っている。

２つめは、必要条件。
松下経営哲学は､松下幸之助さんの実務から生まれている。
絶対ではないが、必要な条件は何か。
働いている社員の個性を最大限に生かす環境作り。
これを社風と解釈してもいいかもしれない。
その社風は、働いている社員の長所を最大限活かしきらないと、企業は成功しない。
そのためにも、経営理論が必要になる。
単なる従業員満足や、人を大切にするなど、言葉ではなく､会社の魂そのものになる。
人間シェアの部分の観点からも､社員の長所を引き出す環境作りが必要条件。
必要条件は30％。

残りの20％が戦略や戦術。

効果性の高い経営理論を作ることで、健全で、機能的で、多くの価値を生み出す、
この世の中でなくてならない存在価値の高い会社にするために、

顧客価値、企業価値、社会価値の３つの必要だという観点で､経営塾を開催させて頂きます。
よろしくお願いします。

